
 

 

第１２９７回 例会 ２０１７年（平成29年）９月４日 

＇基本的教育と識字率向上月間/ロータリー友月間（    

 

前回（８月２８日）例会記録 

 

◇プログレス 小山 章松 副ＳＡＡ  

１．来客紹介  溝畑 史子 親睦委員 

ゲスト:０名 地区外： ０名 地区内：１名 合計:１名 

 

２．会長の時間  伊藤 清一 会長 

 

ここ２－３日暑い中にも少し秋風が混じり、秋の訪れを感じます。 

白熱した試合を楽しませてくれた夏の高校野球も花咲徳栄高校の優勝で幕を閉じました。 

優勝決定戦では勝ち負けはともかく、広陵の中村選手のホームランを期待しておりましたが、花咲の 

綱脇・清水両エースのほうが一枚上手だったのでしょうか、残念ながら6本のままで終わってしまいまし

た。しかし昨日のテレビを見ていると今年のドラフトでは中村選手が早実の清宮選手以上の人気になり

そうです。甲子園の夏の大会では１９９０年が観客数のピークの年で９３万人でしたが、その後はサッカーブームに押されて

徐々に減少し１９９６年には６４万人まで落ち込んでしまいました。しかし最近は回復し、今年は８４万７千人になりました。 

その理由は私たち団塊の世代が定年退職をして自由な時間が増え、甲子園に足を運んでいるそうです。 

先日、日経新聞を読んでいると今テレビでは散歩が大流行で、NHK のタモリの出演する「プラタモリ」は毎回１０％以上の

視聴率があり、また高田純次の「じゅん散歩」や石原良純の「古地図散歩」なども評判になっているそうです。 

これも時間の出来た団塊世代がお金をかけずに都内を歩き始めているということで、甲子園と同じ現象かと思います。 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 中村 一 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「君が代」「四つのテスト」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ ９月お誕生月会員お祝い 

○ 卓 話 「弊社の事業継承とブランド戦略」 アイトス株式会社 代表取締役社長 伊藤 崇行 様 

○ 理事会 ３１階「ローズの間」１３：４０～１４：４０ 

・だれもいない海 

・虫の声 

・大きなくりの木の下で 



 

ところでZOZOTOWNという洋服のショッピングサイトをご存知でしょうか。 

服を試着しないでインターネットで買う人なんていないと思っていましたが、今や２０００億円の売上になってきました。 

そのZOZOTOWNという名称のサイトを運営している会社が株式会社スタートトゥデイといいます。そのスタートトゥデイの 

株式の時価総額が８月初めに一兆円を超し話題になりました。スタートトゥデイは前澤反作という社長が１３年前、２８歳で 

始めた会社で、１０年前に上場しました。まだ今年４１歳という若さです。アパレルの業界では時価総額、ユニクロのファースト

リテーリングさんの３兆３０００億円は別格にしてワコールさんが２２４５億円、オンワードさんが１３７５億円です。今年３月期は

ワコールとスタートトゥデイともに約２０００億の売上高、純利益はスタートトゥデイの１７０億円に対してワコールは１２５億円と 

いう数字ですがワコールの２２４５億円に対してスタートトゥデイは１兆円ですから、いかに人気があるかということがわかりま

す。衣料品だけではなく、さまざまな業界で小売りが実店舗での購入からネット購入になりつつあります。 

それを仕掛けているのが３０代、４０代の人たちです。それはネットビジネスだけでなくＩＴ関連の業界でも同じ傾向かと思い 

ます。 

今月８月は増強月間でこのあと北野増強委員長から増強についての話があるかと思います。まだ今期は入会予定の 

具体的氏名がなくプレッシャーがかかっていてとにかく誰か知人がいないかと正直焦っています。今期は３人をということで

思っております。ただ今年の数値目標とは別に、ここ２－３年の計画のもとにインターネット販売やＩＴ業界などこれから 

成長拡大していくニュービジネスといわれる業界の方にもっと会員になってもらいたいと思います。そしてその業界の人たち

から刺激を受けて、それぞれの企業が時代の変革に対応していく必要があります。そうすることこそ我が大阪船場ＲＣの 

繁栄につながることだと思います。 

 

３．幹事報告  林  拓 幹事 

①本日皆様のメールボックスに11月１０日～１１日に開催されます地区大会のご案内とパンフレットを配布しております。 

大会の申込みは９月２５日迄にご提出いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

４．委員会報告 

◎地区職業奉仕委員会 澤田 宗久 委員 

２０１７～２０１８年度第６回地区職業奉仕委員会が８月２３日＇水（１４:００～１６：００にガバナー事務所会議室において開催

されました。今回の出席者はガバナー片山勉、ガバナーエレクト山本博史、地区代表幹事、塩谷眞治をはじめ、１６名で 

会議を行いました。 

 今回の議題は 

１． クラブ職業奉仕委員長、地区委員、合同勉強会＇９月２日＇土（開催（について。 

２． バズセッションテーマ「ロータリーの職業奉仕について」の説明。 

３． クラブ職業奉仕受け入れについて。 

４． ４月１５日実施の職業奉仕アンケート報告。 

５． 職業奉仕Ｑ＆Ａの件について話合われました。 

 まず初めに、ガバナーが挨拶され、「職業奉仕はロータリーの金看板であり、ロータリーは人作りである。 

ロータリー精神に乗っ取って、しっかりと活動を行なって欲しい。」と述べられました。 

 又、北村委員長はバズセッションテーマ「ロータリーの職業奉仕について」の説明があり、職業奉仕とは、自分の仕事を

通じていかに人に奉仕するか？と言うことである。このテーマは大きいので、各グループでサブテーマを決めてバズセッ

ションを行なって欲しい。 

 各クラブの会長・幹事・職業奉仕委員長が地区から送られてきた資料を充分に熟知して会員に知らせる必要性がありま

す。と述べられました。 

 委員会が終了後、京都貴船「藤清」に於いて懇親会が催されました。 

参加者２０名＇ガバナー片山勉・ガバナーエレクト山本博史・地区代表幹事塩谷眞治・地区職業奉仕委員ＯＢ出席のもと（

が集まって頂き、有意義な一日でした。 

 地区職業奉仕委員会は毎月１回開かれますので、終了後毎回委員会報告を致します。そして、地区は今どう言う方向に

向いて活動しているのか？皆様に報告し、情報を共有して行きたいと考えていますので、今後共宜しくお願い致します。 

 



 

◎親睦委員会 小島 常男 委員長 

11月に神戸市立博物館の大エルミタージュ美術館展鑑賞と隣接する旧居留地十五番館での食事会を予定しております。 

カンボジアへの奉仕活動等、諸行事とのスケジュール調整により日程が前後することがありますのでご了解願います。 

 

５．ニコニコ報告  俣野 富美雄 親睦委員 

新川、俣野、斧原、清水、大磯、杉浦、宮原、松永、伊藤、小山、大久保、溝畑、高階、小島、北野、片岡、岡本(茂)、 

藤井、岩崎、大嶋、中村、長沼、甚田、井澤、中川、 

各会員・・・・暑中お見舞い申し上げます 

 

６．出席報告 小山 章松 副ＳＡＡ 

会員総数 ４１名 出席率計算会員数 ４０名 出席会員数 ３４名 出席率 ８５％ 

第１２９４回＇７月３１日（ 修正出席率 ９５％ 

 

７．フリートーク  会員増強委員会 北野 克己 委員長 

 副委員長：岡本 真太郎  

委員：中村 一 ・ 林  拓 ・ 岡野 秀章 ・ 大久保 英範 ・ 藤井 宏明 

地区からのアンケートについて当クラブの返答 

☆ Q：クラブの会員増強目標＇純増数（は何名ですか。 A：３名 

☆ Q：2017年3月現在の会員数は何名ですか。 A：40名＇今日現在は41名（ 

☆ 年齢構成 ＇平均年齢 66.4歳（ 

３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代以上 

１名 ８名 ２名 ９名 １３名 ７名 

☆ 性別構成  

男性会員 女性会員 

３７名 ３名 

☆ Q：クラブの理想のメンバー数は何名ですか。 A：50名 

☆ Q：女性会員についての意見はありますか。 A：今後の多様化する社会には、女性の参加が必要です。 

☆ Q：クラブの運営経費等からみて、クラブの限界最低メンバーは何名と考えていますか？ A：33名 

以上のアンケート結果の地区集め 

★ 会員数 ＇平均44.7人（ 

５０名以上 ３０名以下 

１９クラブ ２４クラブ 

★ 会員の年来分布 

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位 

６０代 ５０代 ７０代 ４０代 ８０代 ３０代 

★ 各クラブの増員目標 

１位 ２位 ３位 

２名 ３名 ５名 

★ 理想のクラブ会員数  

１位 ２位 ３位 ４位 

４０~４９名 ３０~３９名 ５０~５９名 ６０~６９名 

 

入会促進するには、魅力があるクラブ作りであり、そのためには例会の工夫＇楽しい、ためになるなど（活発な奉仕活動、 

会員の交流と親睦が必要である。クラブのいろいろな活動＇社会奉仕・職業奉仕・青少年奉仕・国際奉仕など（に積極的に

参加し、理解した上で、友人や知人に当クラブを紹介し、入会を勧めることが望ましい。  



 

８．バリ島帰国報告  岡本 真太郎 会員 

 

いつもバリ島児童支援にご理解ご協力ありがとうございます。 

今年度も前年度同様、現地TAMAN RCご協力の元、小学校に対してトイレと手洗い場の建設支援を 

行いました。そして施設の贈呈式典と現場視察を兼ね7月15日から18日までの４日間、今迄で最多

の10名でバリ島を訪れました。 

 

今回支援を行ったのは、バリ島の单デンサパール市にある国立第６小学校で、 

児童数650人の大変人数の多い小学校でした。学校に到着しバスを降りると 

「こんにちは！」子供たちの元気な声、キラキラした瞳、明るい笑顔が、私たちの 

目の前に飛び込んできました。 

子供たちの熱烈な歓迎を受け、私達は子供たちに囲まれて、握手やサインを求め

られ、とまるでスターさながらの様子でした。というのもこの小学校は、海外からの来

客は初めてで、ほとんどの子供たちが外国人に合うのが初めてとのことでした。 

 

この小学校は校長先生のお話によると、2年前からトイレが詰まり、とても不便だった 

とのことです。今回の支援により、トイレが使えるようになったと大変喜んでおられました。 

バリ島の小学校はまだまだ衛生面で恵まれているとは言えず、手洗いの習慣がなく不衛生

になり、疾病の原因にもなっているようです。今回の手洗い場の設置により、手洗いの習慣

を啓発することで、多くの子供たちが助かるとのことでした。 

 

 今回も現地の万亀子・イスカンダール会員を始めとしたバリ・TAMAN RC のメンバーの

方々には本当にお世話になりました。TAMAN RC の方の協力があってこそ、現地の実態を知ることができ、また、意義のあ

る活動ができたと実感しています。 

今回も訪問により、現地の子供たちの喜んだ顔を見ることができ、熱烈な歓迎を受け、なかなか得ることができない感動を

得ました。今後ともバリ島の子供たちの為に、我がクラブの一員として頑張って参りたいと思いますので、今まで同様みなさ

んのご理解ご協力をよろしくお願い致します。 

そしてみなさんも是非、バリ島の子供たちに会いに行きましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    ☆次回９月１１日＇月（例会予定 

                     ・卓話：俣野会員 

                     ・イニシエーション：島田会員 

・クラブ協議会 ３１階「カトレア」 １３：４０～１５：４０ 

                 ・事前懇談会  ３１階「カトレア」 １１：４５～１２：１５            

                          


